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関西では、朝 夕は冷え ますが、昼間 は暑い日 が続き、あじ さいのつ ぼみが見ら

れるようにな ってき ました。  

現在会員登録数 4,237 人さま。次号は６ 月 20 日発行の予定 で す／  
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●  英語圏児童文学 会  西日本支部  夏の 講演会  

「イギリスで 始まっ た絵本の仕事  絵本 作家  きたむらさと し さん 」  

日  時：６月 29 日（土） 14： 00～ 16： 00 ※申込期限 ：６月 26 日（水）  

会  場：大阪府立中 央 図書館  多目的室  定 員： 60 人  参加費： 一般 1000 円  

※  後日、動画配信 あ り。動画配信 のみの 申し込みも可 。  

主  催：英語圏児童 文 学会  西日本支部  （ IICLO 共催）  

詳細・お申し 込みは ↓  

Peatix https://lecture2024-jsclewest.peatix.com 

 

●  40 周年記念フォー ラム「童話を語る・絵 本を描く－童 話・絵本 のつくり手

を目指すみな さんへ －」  

「第 40 回  日産  童話 と絵本のグラ ンプリ 」の表彰式（ 3 月 9 日）で開催した、

本グランプリ 審査員 による、 40 周年記念 フォーラムを 当財団 YouTube 公式チ

ャンネルで無 料公開 しています。 ぜひご 覧ください。  詳細 は↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com -con/02_nissan/index.html#40forum  

〔 YouTube〕  https://youtu.be/siMJpFcPydY  

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（シンカ ブル）＝ クレ ジット カードでご寄 付いた だけます。  

継続寄付（毎 年／毎 月）、単発 寄付が選 べ ます。  

→  https://syncable.biz/associate/19800701/  

 

●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  
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●  当財団公式Ｘ（旧 Twitter）  →  https://twitter.com/IICLO_News  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

*****************************************************************  

『 再 会 の 日 に 』  中 山 聖 子 /作  藤 井 紗 和 /装 丁 画  岩 崎 書 店  2024 年 4 月  

対象年齢：小 学校高 学年以上  

 

＊今回のゲス トは当 財団理事長の 宮川健 郎さん（Ｔ） です。  

 

あらすじ：小学６年 生 の陽架（はるか）は、母と二人ぐら し。近く には、母の

妹で漫画家の 真尋（ま ひろ）ちゃん がいる 。母は陽架と未 怜（みれ い）姉妹

を 連 れ て ４ 年 前 に 父 の 家 を 突 然 出 た 。 し ば ら く は ３ 人 で 暮 ら し て い た が 、

姉 妹 だ け で 外 に 出 た と き に 、 未 怜 が 父 方 の 祖 母 と お ば に 連 れ 去 ら れ 、 未 怜

は そ の ま ま 父 の 家 で 暮 ら す こ と に な る 。 ４ 年 後 、 陽 架 は 級 友 か ら 未 怜 を あ

る 塾 で 見 か け た と 言 わ れ 、 一 人 で 会 い に 行 き 、 入 院 し て い る 真 尋 ち ゃ ん の

お見舞いにい っしょ に行ってほし いとい う。  

 

Ｔ ： 離 婚 家 庭 を 描 い た 児 童 文 学 作 品 は 数 多 く あ り ま す が 、 別 れ て 暮 ら す き ょ

うだいを描い た作品 はこれまであ まりな かったように 思いま す。  

Ｙ：『地図を広げ て』（ 岩瀬成子 /作  偕成 社  2018 年 6 月）があ り、きょうだ

い が 再 会 し た と こ ろ か ら 始 ま っ て そ の 後 の 生 活 が 描 か れ て い ま す 。 一 方 、

この作品は、 再会す るまでが描か れてい ます。  

Ｔ：タ イトルにも ある「再会」がとても印 象 的な作品です。小 学６ 年生の陽架

と４年生の未 怜は、４ 年ぶりに出会 うこと になります。陽 架は、未怜が祖母

た ち に 連 れ て 行 か れ た と き 、 妹 の 手 を 放 し て し ま い 、 自 分 は 逃 げ て し ま っ

たことを後悔 し続け ていて、それ以 来、想 像の中で未怜 を成長 させます。け

れど、出会っ た未怜 は、想像とは まった く違っていま した。  

Ｙ：そ この、ぎこち な いというか、かみ 合わ ない会話がと ても心 に残って「う

まいなあ」と思 いまし た。お互い、心 の中に 抱えているこ とがい っぱいあっ

て、でも、それを言 葉 にせず、真尋ちゃ んの お見舞いへ行 くため に、会話し

ま す 。 文 字 面 の 会 話 の 背 後 に あ る そ れ ぞ れ の ひ り ひ り し た 思 い が 伝 わ っ て

きました。  

Ｔ：このとき のかみ合 わない会話か ら、陽架 は妹の他者性 を意識 し、別の自立

し た 人 間 だ と 気 づ き ま す 。 そ れ ぞ れ が 別 の 生 活 を 積 み 上 げ て き た こ と に よ

って、きょうだ いだか らといって、同 じ土俵 では語り合え ない、分 かり合え

ないというこ とが伝 わってきまし た。そし て、そのことが 、未怜 が駅で困っ

て い る お ば あ さ ん を 助 け た り す る な ど 、 具 体 的 な エ ピ ソ ー ド の 中 に し っ か

りと描かれて います 。  

Ｙ ： 陽 架 の お 母 さ ん は 、 自 分 が 作 っ た 夕 食 に 点 数 を つ け る よ う な 夫 が 耐 え ら

れ な く て 、 子 ど も を 連 れ て 突 然 家 を 出 て 、 未 怜 が 連 れ 去 ら れ て か ら は 精 神

的にかなり不 安定に なります。  

  そ う い う お 母 さ ん が 、 植 物 公 園 で 働 き 、 少 し ず つ 変 化 し て き て い る の を

見て、真尋ちゃ んが陽 架に、「大 きらいだっ たときもある」けれど 、今は「お

姉 ち ゃ ん の や さ し い と こ ろ 、 わ た し に も わ か っ て き た し 。 そ れ に 人 っ て 変

わっていくし。お 姉ち ゃんも、わたしも ね」と言います。大人 も変 化すると

いう点に共感 しまし た。  

Ｔ：冒頭と最 後に、洗 濯物の柔軟剤 の香り の話がでてき て、陽架 も未怜も母親

を 嗅 覚 で 認 識 し て い た り 、 陽 架 も 未 怜 も 横 断 歩 道 の 白 線 だ け を 飛 ぶ よ う に

https://twitter.com/IICLO_News


踏んで歩き、それ が、幼い頃、白線以外 は海 だと思って、海に 落ち ないよう

に し て い た こ と の 名 残 だ っ た り す る と こ ろ に 、 言 葉 で は 表 現 さ れ て い な い

家族の結びつ きを感 じました。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 105 回「柳沢」  

 臨場感のあ る会話 や独白を描く  

 

「柳沢」は、「初 期短 編綴」と称される 作 品の一つで、清書 稿 第一葉の題名下

に「大正六年十月 」、本文末尾に「 1920.9-」の日付が記入され ています（『宮

沢賢治コレク ション ３』の「本文につい て」参照）。大正六 年 十月、盛岡高等

農林の三年（二一歳 ）であった賢治 は、弟（ 中学一年）や従弟二人 を連れて登

山 に 出 か け て お り 、 そ の と き の 体 験 が 元 に な っ て い る と 言 わ れ て い ま す 。 柳

沢は、岩手山 へ向かう 登山口の一つ でした。未明に出発す るため、一行は前夜

の柳沢に到着 、投宿 します。  

 

〈こんや、二時ま で泊 めて下さい。四人 です 。たいまつがあり ます か。わらじ

がありますか 。それ から何かよる のたべ ものがありま すか。〉（中略）  

〈さあ、二時 までぐっ すりやるんだ ぜ。ねむ らないとあし たつか れるぞ。はて

な、となりへ 誰か来て いるな。そう だ、土間 に測量の器械 なんか が置いてあっ

た。〉  

 

四 人 は 、 社 務 所 の 向 か い に で き た 、 ラ ン プ が 黄 い ろ に 点 っ た 宿 に や っ て き ま

す 。 そ の と き 社 務 所 は も う 戸 を 閉 め て い る こ と か ら 、 日 が 落 ち て い た の で し

ょう。早朝登 山に備 え、一行は少 し仮眠 しようとして います 。  

 

うとうとし始 めたこ ろ、〈 誰かどしど し梯 子をふんで 〉隣の部屋 にやってきま

す。先客は役人（帝 室 林野局の人た ち）で、山歩きの案内 人に密 造の葡萄酒を

すすめられた り、翌 日の騎兵によ る実弾 射撃のことを 話した りしています 。  

 

やや寝過ごし て、目を 覚ますと夜中 の二時 半。寒さでガ タガタす るなか、たい

まつをもって 出発し ます。オリオンが高 く のぼり、山頂には初 雪 が白光りし、

四人は開経偈 を唱和 しながら進ん でいき ます。が、途 中で山路 に迷い、雨に 降

ら れ て し か た な く 宿 へ 引 き 返 し ま す 。 宿 で 服 を 乾 か し て い る と 空 が 明 る く な

りはじめ、一 行は再 び出発します 。  

 

〈 首 に 鬱 金 を 巻 き つ け た 旭 川 の 兵 隊 上 が り 〉 と さ れ る 案 内 人 と 役 人 の 会 話 、

ま た 話 者 の 心 内 を 語 る 独 白 が 特 徴 的 で す 。 話 者 の 側 に 立 ち な が ら 、 そ の 場 に

居合わせてい るかの ような臨場感 は、「  」や（  ）で会話や独 白が繰り返さ

れる文体によ るもの だと思われま す。  

 

ところで、一行は 暁に 、再び霊峰・岩手山 を めざします。話者 の言 うことを聞

かず、思わず 駆け出し てしまう三人 の前に は、立派な風 景〈新ら しく置かれた

みねの雪。赤々燃 え る谷のいろ。黄葉 を ふるわす白樺 の木。苔瑪瑙。〉が 広が

ります。そして 、〈琥珀 の波〉のような 日の光 を浴びながら 駆けて いく姿には、

若 さ ゆ え の 清 々 し さ と と も に 、 そ れ を こ の 上 な い 新 鮮 な 喜 び と す る 話 者 の 視

線を感じます 。（ペ 吉 ）  

 

（本文の引用 は、 宮 沢賢治コレク ション ３『よだかの 星』に よりました 。）  

 



*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ５９  

*****************************************************************  

 

トントンパッ トン  

トンパットン  

まだ  バスは  きま せん  

 

（『バスに のって』  荒井良二 /作  偕成 社  1992 年 5 月）  

 

刈谷市美術館 での「 new born 荒井良二  い つも  しらないとこ ろ へ  たびする

きぶんだった」展 の 中に、『バス にのって 』の原画があり、とて も懐かしくな

りました。「ぼく 」が バスに乗って 遠くへ 行くために 、ラジオ を聞きながら バ

ス停でバスを 待って おり、いろんな人が バ ス停の前を通 り過ぎ、夜を過ごし、

やっとバスが 来たに もかかわらず 、バスは 満員で乗れず 、最後は 、バスに乗る

のをやめて、 歩いて 遠くへ行くこ とにす るというスト ーリー です。  

 

1992 年に出版さ れた とき、「新しい 絵本が 出た！」と強い衝撃 を 受けたことを

覚えています。著 者に は既に『ユックリ とジ ョジョニ』（ ほるぷ出 版  1991 年

3 月）があり 、『バス にのって』も その流 れをくむとい えばそ うなのですが 、

私にとっては 、より 「新しさ」を 感じる 絵本でした。  

 

その新しさの 第一は、何といっても、主人公 の「ぼく」が家 に帰る のではなく、

旅を続けると いう展 開でした。私には、絵 本は「行きて帰り し 物語」（瀬田 貞

二『幼い子の 文学』  中央公論社  1980 年 1 月）という勝 手 なイメージがあ

りましたが、それ を 覆すものでし た。『バ スにのって』を知 っ た後、佐々木マ

キ「ねむいね むいね ずみ」シリー ズ（Ｐ ＨＰ研究所  1979 年 6 月～）でも既

に旅を続ける 主人公 がいることを 知りま すが、この絵本に 出会 ったときには 、

とても新鮮に 感じま した。  

 

それから、無国籍 な空 間、ベケットの戯 曲「 ゴドーを待ち ながら」を思わせる

よ う な 待 ち 続 け る 主 人 公 、 そ の 主 人 公 が 長 い 間 待 っ た 後 、 歩 く と い う 選 択 を

すること、つ まり、文 明の利器を使 わず、時 間をかけて自 分の足 で旅をするこ

と、作品全 体から音楽 が聞こえてく ること 、「トントン パットン  トンパット

ン」という絵 柄にあっ た、カラフル でリズミ カルな音の反 復、道と 地平線のイ

メ ー ジ の 繰 り 返 し 、 バ ス 停 を 通 り 過 ぎ て い く 人 や モ ノ た ち が 読 者 に 迫 っ て く

る よ う に 感 じ ら れ る 構 図 の お も し ろ さ 、 黄 色 や 赤 な ど 色 遣 い 、 表 紙 の タ イ ト

ル文字が喚起 するイ メージなど 、その とき 感じた新しさ は山ほ どありました 。 

 

そして、この 作品にあ る「終わらな い旅」「 音楽」「 歩く」「孤独 」「出会い」な

どのモチーフ は、今 の荒井作品に つなが っているなと 思いま した 。（Ｙ ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

刈谷市美術館 で６月 15 日まで開催されてい る「 new born 荒井良 二  いつも  

し ら な い と こ ろ へ  た び す る き ぶ ん だ っ た 」 展 に 行 っ て き ま し た 。 １ 階 に は 、

「絵本『ぼ くはこん な絵本を作っ てきた んだ』」と、最 後に見 てほしいと書 か

れていた、日 々夜に描 いている模写 などを、２階には、山 形ビエン ナーレなど

の立体作品や、新作 の立体インス タレー ション《 new born 旅する名前のな い

家たちを  ぼくたち は 古いバケツを 持って 追いかけ湧く 水を汲 み出す》が展示

されていまし た。  



 

一 言 で 言 え ば 、 荒 井 良 二 の 世 界 に 圧 倒 さ れ 、 同 時 に 神 秘 的 な 印 象 を 抱 き ま し

た。１階の、「絵本『 ぼくはこんな 絵本を 作ってきたん だ』」の 部屋には、『あ

さになったの でまど をあけますよ 』や『 き ょうはそらに まるい つき』（ ともに

偕成社）や『ゆきの げ きじょう』（小学 館）などの絵本原 画だけ でなく、『Ｈａ

ｎａｋｏ』の イラスト や伊勢丹の広 告など もありました 。また、展示室の真ん

中 に は 、 ベ ニ ヤ 板 で 作 ら れ た や ぐ ら の よ う な も の が 建 て ら れ て い て 、 そ こ に

も 、 絵 本 原 画 や 小 さ な イ ラ ス ト 、 緻 密 な 展 示 の 構 想 メ モ な ど が 隙 間 な く 展 示

されていまし た。  

 

２ 階 に も 、 部 屋 の 真 ん 中 に 立 体 作 品 が あ り ま し た 。 一 番 大 き な も の は 、 ま る

で 、 お ま つ り の 屋 台 の よ う に も 、 雑 貨 屋 さ ん の よ う に も 見 え る 山 形 ビ エ ン ナ

ーレ 2018 で出展され た  『山のヨ ーナ』 の作品群があ りまし た。こけしも 、

「 山 の 神 さ ま ち ゃ ん 」 と い う 土 偶 た ち も 、 絵 も 文 字 も 一 体 と な っ て 荒 井 ワ ー

ルドが創られ ていま した。  

 

立体のインス タレー ション《 new born 旅する名前のな い家た ちを  ぼくた ち

は 古 い バ ケ ツ を 持 っ て 追 い か け 湧 く 水 を 汲 み 出 す 》 は 、 お も ち ゃ の 引 き 車 の

よ う な 子 ど も の 家 が た く さ ん 床 に 置 か れ て い て 、 昭 和 時 代 と 思 わ れ る 古 い モ

ノ ク ロ 写 真 も 数 多 く 貼 ら れ て お り 、 ま る で 、 部 屋 自 体 が 絵 本 の よ う に 感 じ ら

れ ま し た 。 こ れ ら は セ キ ス イ ハ ウ ス の 廃 材 を 使 っ て 創 ら れ て い ま す 。 こ の 車

を 一 つ 選 ん で 物 語 を 考 え る と い う ワ ー ク シ ョ ッ プ も 紹 介 さ れ て い て 、 過 去 の

記 憶 を く み 出 し な が ら 、 数 限 り な い 新 し い 物 語 が 生 ま れ て い く と い う イ メ ー

ジを抱きまし た。  

 

す べ て の 展 示 を 見 終 わ っ て 、 月 や 太 陽 の イ メ ー ジ 、 楽 器 を 弾 い て い る 人 の イ

メ ー ジ が 強 く 心 に 残 り 、 自 然 と 芸 術 と 自 由 へ の 愛 を 感 じ た 展 示 だ っ た な と 改

めて思いまし た。（ Ｋ ）  

 

刈谷市美術館  https://www.city.kariya.lg.jp/museum/  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第１ ０回  

*****************************************************************  

第４章  宮川 ひろ  

その１  「地 図のあ る手紙」、『春 駒のう た』  

 

これまでの三 つの章 では、坪田譲治先 生、前川康男先生、今 西祐 行先生、あま

ん き み こ さ ん の こ と を 書 き ま し た 。 こ の 先 生 が た と 母 宮 川 ひ ろ の か か わ り を

軸に書きまし たから 、もう、すでに、母の デビュー作『るすば ん先生』（ポプ

ラ社 1969 年）のころ までを述べて います 。  

 

第４章では、 宮川ひ ろ (1923～ 2018 年 )のデビュー以降 のさま ざまを作品に 即

し て 振 り 返 り ま す 。 母 も ま た 、 私 の 出 会 っ た 児 童 文 学 者 に ほ か な り ま せ ん で

した。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

https://www.city.kariya.lg.jp/museum/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  第 16 回アジア児 童文学大会  

大会テーマ： 平和を 希求するアジ ア児童 文学  

開催日：８月 24 日（ 土）、 25 日（日）  ※  有料、要申し込み  

会場：関西学 院大学  西宮上ヶ原 キャン パス  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『再会 の日に』をプレ

ゼントします 。ご希 望の方は、プ レゼン ト応募フォー ムから 、 (1)お名前  (2)

郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メールアドレス、よ ろしけ れば  (5)このメ

ルマガのご感 想をお 書きのうえ  ご応募く ださい。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/1GzdaWoDzE4pc7ku8  

締切は６月 10 日（月 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

近ごろの天気 予報で は「例年通り 」 や「 例年並みと」 のよう な表現をあま り

聞かなくなり ました 。今月は、爽 やかな 五月晴れが定 番なが ら、台風並み の

強風や落雷、 雹（ひ ょう）に注意 との予 報もあります 。五月 晴れの日には 、

太陽の光を浴 び、風 を感じに外へ 出たい と思います 。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/1GzdaWoDzE4pc7ku8
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
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